


岡崎信用金庫資料館
竣工100周年記念行事

写真で振り返る

　岡崎信用金庫資料館は平成29年、竣工100周年を迎えました。昨年度は100周年を記念

して、講演会や展覧会など様々な催しを開催し、どの催しも盛況のうちに幕を閉じました。

　今月号では、記念事業を写真とともに振り返っていきます。

特　集
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アテナ
西尾市立吉良中学校

グレース・エッサ
幸田町立幸田小学校

ミス愛知
コルマ・デル

岡崎市立宮崎小学校
サリー

岡崎市立広幡小学校
〈新　青い目の人形〉

日本画家の石谷雅詩氏、河本真里氏による「日本
画二人展」を開催しました。

日本画二人展
（平成29年4月4日～5月31日）

昭和2年にアメリカから1万2千体以上の青い目の人形が贈られ、その返礼として日本か
ら「ミス愛知」をはじめとする58体の日本人形が贈られました。長年行方不明になって
いた「ミス愛知」が、90年ぶりに
里帰りしたことを記念し、青い目
の人形と答礼人形を展示しました。

青い目の人形と答礼人形「ミス愛知」展示
（平成29年8月2日～8月13日）

PR誌「おかしん」で人気の四コマ漫画「だりや
ちゃん」が平成29年10月号で連載500回を迎えまし
た。これを記念して漫画家・いしはらいずみ先生
の原画展を開催しました。

いしはらいずみ原画展
（平成29年9月1日～10月11日）

　昭和57年11月、社団法人日本建築学会より「姿形がよい」、「すぐ
れた建築家の設計による」、「地域の歴史をたどるうえで大切である」
との理由で、明治・大正・昭和（戦前）の全国13,000棟の中から建
築学的に貴重であると思われる2,000棟の一つに選ばれました。
　平成2年3月には、岡崎市から「歴史的建築物として魅力ある岡
崎の街並みに大きな役割を果たしてい
る」として、「岡崎市都市景観環境賞」
を受賞しました。また、平成19年12月、
国の「登録有形文化財」に選ばれ（文化
財保護法第57条）、平成20年3月に登録
されました。

「登録有形文化財」として登録
　平成29年10月、岡崎市「景観重要建造物」
に指定されました。この指定は、景観上重要
な建造物であり、市民にとっても貴重な歴史
的・文化的資産として、地域の個性ある景観
まちづくりの核として推進していくものです。

岡崎市「景観重要建造物」に指定
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硝子アート作家、藤田光子氏のガラスでできた屏
風や掛け軸、当金庫資料館竣工100周年を記念し制
作していただいた『天』等を展示しました。

和ステンドあれこれ展
（平成29年12月22日～平成30年1月31日）

「第5回鈴木禎次賞」の特別企画として、鈴木禎次作品パネ
ルや学生による卒業建築設計作品等を展示する特別企画展
を開催しました。また、10月31日、当金庫本店2階大ホール
で開催した鈴木禎次賞授賞式では、応募作品56点の中から
大賞など6組の作品が選ばれました。

第5回鈴木禎次賞特別企画
学生作品展示
（平成29年10月14日～11月26日）

当金庫本店2階大ホールで、映画監督の篠田正浩氏と建
築家の若山滋氏による講演を行いました。

偶像論～アイドルと日本文化～
（平成29年9月13日）

岡崎信用金庫資料館竣工100周年記念講演

和紙歌舞伎人形作家、田中郁子氏による歌舞伎の有名な
演目を題材にした和紙の紙人形23点を展示した、和紙歌
舞伎人形展を開催しました。

和紙　歌舞伎人形展
（平成29年12月1日～12月17日）
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岡崎市在住のペン画家、柄澤照文氏による屏風展を開
催しました。20点ほどの作品が展示され、最新作は、
およそ100年前の岡崎市を描いた「大正５年俯瞰図屏
風」。当時の資料や古い写真など集めて細部にわたっ
て描かれており、訪れた人たちは食い入るように見
入っていました。好評につき開催期間を4月13日㈮まで
延長しましたので、是非ご覧ください。

大正5年岡崎俯瞰図屏風展
（平成30年3月13日～4月13日）

岡崎市額田地区に住む芸術家 8人による作品展「山
里アート in 岡崎信用金庫資料館」を開催しました。
額田地区には自然豊かな環境にひかれて移住する芸
術家も多く、彫刻・陶芸・草木染・織物など多種多
様な作品80点が展示されました。

山里アート in 
　　岡崎信用金庫資料館
（平成30年2月3日～2月28日）

岡崎市伝馬通1丁目58番地
0564－24－2367

開館時間：10時～17時
　　　　　（入館は16時30分まで）
休 館 日：月曜日・祝日
入 館 料：無料








